
答 問

雨天や冬期には増える電車通学。
8時着で8時10分の始業に間に合わせるのは大変だと、駅員の方も言っていた

長
野
県
教
育
委
員
会
で
は
県

下
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生

学
校
は
、
地
域
と
地
域
を
結

ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ

電
車
到
着
か
ら
始
業
時
間
ま

で
の
15
分
が
、
子
ど
も
た
ち

教
育
委
員
の
意
見
と
し
て
、

「
可
能
な
限
り
デ
メ
リ
ッ
ト

学
校
給
食
の
自
校
方
式
の
存
続
は

統
合
調
理
場
施
設
を
視
野
に
検
討

【
学
校
給
食
調
理
場
に
つ
い

て
】

【
学
校
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て
】

【
電
車
通
学
時
間
帯
に
つ
い

て
】

共
同
調
理
場
建
設
に
つ
い
て

教
育
委
員
会（
教
育
委
員
）の

白
馬
村
学
校
給
食
施
設
検
討

委
員
会
の
報
告
書
の
中
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の

面
か
ら
、
学
校
の
存
在
は
大

神
城
地
区
の
中
学
生
が
電
車

通
学
だ
と
始
業
時
間
ぎ
り
ぎ

共
同
調
理
場
建
設
委
員
会
の

発
足
時
期
、
メ
ン
バ
ー
、
検

徒
数
が
減
少
す
る
の
に
伴
い
、少
子
・

人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
活
力
あ

る
学
校
環
境
の
あ
り
方
及
び
支
援
方

策
が
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
教

委
は
、
２
０
３
５
年
に
は
県
下
の
児

童
・
生
徒
数
が
現
在
の
約
６
割
ま
で

減
少
す
る
と
予
想
し
て
お
り
、
そ
の

場
合
、
南
小
の
児
童
数
は
現
在
の
１

２
０
人
か
ら
72
人
、
１
ク
ラ
ス
あ
た

り
、
地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
お
り
、併
せ
て
地
域
か
ら
は
、

学
校
に
対
す
る
支
援
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
注

視
し
な
が
ら
、
必
要
な
時
期
と
な
っ

た
ら
、
関
係
機
関
や
関
係
者
と
も
相

談
し
な
が
ら
研
究
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
と
っ
て
厳
し
す
ぎ
る
状
況
で
あ
れ

ば
、
改
め
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
要
望
を
い

た
だ
い
た
り
、
学
校
側
か
ら
状
況
を

説
明
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
う

を
縮
小
す
る
こ
と
に
努
め
て
ほ
し

い
」「
自
校
方
式
が
望
ま
し
い
が
、

予
算
的
に
難
が
あ
る
こ
と
か
ら
村
長

方
針
に
至
っ
た
こ
と
は
理
解
す
る
」

「
可
能
な
限
り
自
校
方
式
水
準
の
質

を
共
同
調
理
場
方
式
で
も
実
現
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

４
月
中
～
下
旬
ご
ろ
、行
政
、

議
会
代
表
、
区
長
代
表
、
教 田中榮一議員

見
解
は
。

「
将
来
的
な
小
中
学
校
の
統
廃
合
を

視
野
に
」と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い

る
が
、
村
の
考
え
方
は
。

変
重
要
な
施
設
と
思
う
が
。

り
に
な
る
た
め
、
家
族
が
車
で
送
っ

て
い
る
現
状
へ
の
対
応
策
は
。

討
内
容
は
。

教
育
長問村

長 問

問

問問

育
委
員
会
代
表
、
小
中
学
校
長
、
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
学
識
経
験
者

な
ど
、
概
ね
20
名
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
業
者
選
定
や
検
討
内
容
に

専
門
性
が
あ
る
場
合
な
ど
、
委
員
会

に
弾
力
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
必
要
な
と
き
に
速
や
か
に

会
議
を
招
集
で
き
る
体
制
も
整
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

村
長

村
長

り
12
人
程
度
に
減
少
す
る
も
の
と
な

り
ま
す
。
現
在
の
基
準
で
は
、
１
学

年
が
８
人
を
下
回
れ
ば
、
学
級
編
成

が
複
式
学
級
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
が
、
統
廃
合
の
議
論
を

開
始
す
る
目
安
に
す
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
っ
た
資
料
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
大

糸
線
利
用
促
進
期
成
同
盟
会
な
ど
関

係
機
関
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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